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行
橋
市
出
身
で
、
ス
ベ
イ
ン
と
日
本
で
制
作
活
動
に
励
む
洋
画
家
九
十
九
伸

一
さ
ん
名
↓
が
十

一
月
、
福
岡
市

博
多
区
御
供
所
町
の
束
長
幸
で
個
展
を
開
く
ぃ
出
展
す
る
の
は
聖
霊
を
摘
い
た
積
約
八
材
の
大
作

「雲
」
じ
同
寺

所
有
の
鎌
を
、
平
安
時
代
の
仏
像
三
体
と
と
も
に
展
示
し
、
現
代
ア
ー
ト
と
仏
数
の
融
合
を
目
指
す
試
み
た
，

手
を
と
け
込
ま
せ
、
時
間
の
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れを表
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に
す
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十
九
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仁
橋
の
ア
ト
リ
エ
で
十
五

ク

日
に
完
成
し
た

「雲
」
は
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一
Ｌ
全
再
加
、
横

一
・
九

ク

五
席
の
用
紙
（
Ｆ
■
３
０
号
）
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四
枚
に
洵
絵
で
摘
か
れ
、
漆

″

黒
の
円
を
グ
レ
ー
、
流
れ
る
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雲
を
白
で
表
し
、
黄
や
赤
で

ク

ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
た
抽
象
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九
十
九
さ
ん
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特
の
フ
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ォ
ル
ム
で
あ
る
ビ
字
形
の
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九行
十橋
九出
さ身
んの

制
作
に
約

一
カ
月
を
か
け

た
九
十
九
さ
ん

　

「
こ
の
絵

区

　
　
が
東
長
寺
の
仏
像
と
ど
う
融

夕々
　
　
合
す
る
か
。
見
た
と
き
に
過

去
と
現
代
と
い
う
概
念
を
消

せ
れ
は
、
普
適
的
な
も
の
が

見
い
だ
せ
る
の
で
は
」
と
期

待
し
て
い
る
ぅ

今
回
の
個
展
は
、
九
十
九

さ
ん
が
定
期
的
に
個
展
を
開

い
て
い
る
東
京

・
銀
座
の
ア

ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
主
学
者

篠
崎
邦
夫
さ
ん
そ

し
が
、

東
長
寺
近
く
の
出
身
だ
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
．

「空
海

が
創
建
し
た
吉
利
で
九
十
九

さ
ん
の
作
品
を
展
示
で
き
れ

ば
面
白
い
」
と
、
同
■
の
藤

国
紫
雲
住
職
に
打
診
し
た
と

こ
ろ
、
快
詰
を
得
た
。

九
十
九
さ
ん
も

「雲
」
を

同
寺
で
の
展
示
を
想
定
し
て

制
作
し
た
。
個
展
は
同
者
多

目
的
ホ
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で
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一
月
六
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週
間
の
予
定
で
、
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大
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．
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市
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郊
に
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ア

ト
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エ
が
あ
り
、
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ペ
イ
ン
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国
際
現
代
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術
展
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品
し
て
い
る
。
年
に

一
、
二

一

同
帰
国
し
て
個
展
を
肺
き
、
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橋
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リ

ッ
ク
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会
の

〓

壁
画
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
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粋
に
も
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り
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ん
で
い

十

Ｈ
月
、
東
長
寺
で
個
展
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